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脊椎動物は、病原体などを識別して排除する免疫システムを発達させてき
ました。ヒトを含む哺乳類では、リンパ節やパイエル板などの免疫組織が
つくられ、免疫細胞が集まって効果的に働く仕組みが備わっています。し
かし、こうした免疫組織をつくる能⼒が進化の過程でどのように獲得され、
個体の発⽣過程でどのように免疫組織が形づくられるのか、その仕組みに
は未解明の点が残されています。
本セミナーでは、胎児期に免疫組織の形成を導くリンパ球「リンパ組織誘
導細胞（Lymphoid tissue inducer cells; LTi細胞）」に注⽬します。さ
らに、LTi細胞の分化を制御するタンパク質RORγtが、どのような仕組み
でつくられるのかを紹介します。これらの研究を通じて、哺乳類の免疫組
織が形づくられる仕組みに迫ります。
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